
２０１２年６月２０日 こくろう み と 第１８号

新

人

事

・

賃

金

制

度

で

講

演

職
場
・
地
域
の
活

動
に
自
信
を
持
ち
、

引
き
続
き
、
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
！

職 場 活 動 家

交 流 集 会

２０１２年度定期全国大会及び
東日本本部大会代議員選挙結果について

国労水選管（全・東）第２号により、「２０１２年度定

期全国大会及び東日本本部大会代議員選挙の実施」を発し、

２０１２年６月１３日（水）立候補締め切りを行い、定数

通りの立候補となり以下の通り当選を確認しましたので報

告します。水戸地本選挙管理委員会（塙正人選管委員長）

は各分会へ選挙公報を発送しました。

１、２０１２年度定期全国大会 代議員定数（２名）

①菊池忠志（５１歳）地本書記長（大子地区分会）

②森山利浩（５６歳）分会執行委員長（平地区第２分会）

２、２０１２年度東日本本部大会 代議員定数（２名）

①出羽正則（４８歳）地本執行委員（水戸地区第２分会）

②坂本公則（５５歳）地本執行委員（勝田地区分会）

６
月
10
日
、
地
方
本
部
は
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
分
館
に
て
第
９
回
職
場
活
動

家
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
集
会
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経

ち
復
旧
・
復
興
が
歩
み
始
め
る
一
方
、
未
だ
収
束
し
な
い
福
島
原
発
事
故
の
状
況

も
と
で
の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
集
会
は
組
織
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大

を
中
心
に
、
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
新
人
事
・
賃
金
制
度
に
つ
い
て
」
（
福
田

護
弁
護
士
）
、
「
東
京
地
本
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
」
（
松
川
聡
書
記
長
）
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
と
報
告
を
頂
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
か
ら
の
実
態
報
告
は
、
組
織
加
入
の
取
り
組
み
や
新
規
採
用
者
と

の
繋
が
り
（
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
新
た
な

「
人
事
・
賃
金
制
度
」
や
業
務
委
託
な
ど
の
合
理
化
は
、
職
場
運
動
の
活
性
化
と

組
織
拡
大
で
闘
い
を
強
め
よ
う
と
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
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職
場
活
動
家
交
流
集
会
で
福

田
護
弁
護
士
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
が
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
」

に
対
し
、
「
制
度
導
入
の
ね
ら
い

と
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
を
頂
ま

し
た
。
講
演
で
福
田
護
弁
護
士
は
、

①
新
制
度
の
目
的
と
基
本
問
題
②

等
級
区
分
と
昇
進
制
度
③
管
理
者

に
よ
る
人
事
考
課
・
裁
量
の
拡
大

と
不
可
知
情
報
の
拡
大
④
対
応
策

と
課
題
の
４
点
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

制
度
の
基
本
的
な
問
題
点
と
し

て
、
能
力
主
義
と
社
員
間
競
争
の

激
化
、
人
事
考
課
及
び
裁
量
の
拡

大
と
不
可
知
情
報
の
増
大
と
し
て

い
ま
す
。
会
社
に
よ
る
社
員
管
理

の
強
化
と
組
合
影
響
の
職
場
か
ら

の
排
除
を
主
た
る
目
的
に
し
て
い

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

新
人
事
・
賃
金
制
度
に
対
す
る

対
応
策
と
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
、

昇
進
や
昇
給
制
度
の
運
用
実
態
の

把
握
、
会
社
の
管
理
者
に
よ
る
社

員
掌
握
と
管
理
強
化
の
狙
い
等
を

し
っ
か
り
と
掴
む
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。
社
員
の
非
組
合
員
化
の

問
題
で
は
、
「
ど
こ
の
組
合
に
入
っ

て
も
同
じ
」
「
入
っ
て
も
入
ら
な

く
て
も
同
じ
」
と
の
会
社
の
論
理

に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
組
織
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
、
「
国
労
の
組
織
拡
大
に
向

け
て
」
福
田
護
弁
護
士
は
、
①
会

社
の
論
理
と
組
合
の
論
理
②
組
合

の
存
在
意
義
の
明
確
化
、
労
働
条

件
の
向
上
、
雇
用
の
安
定
、
外
注

化
問
題
、
非
正
規
問
題
、
鉄
道
の

公
共
性
と
安
全
安
定
輸
送
を
打
ち

出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
報
告
し
ま

し
た
。
社
員
の
組
合
離
れ
が
危
惧

さ
れ
な
か
で
、
今
日
ほ
ど
新
規
採

用
者
や
社
会
人
採
用
者
の
組
合
員

化
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
待
っ
た

な
し
と
強
調
し
講
演
を
終
了
し
ま

し
た
。

訂
正
と
詫
び

国
労
水
戸
14
号
に
掲
載
さ

れ
た
石
丸
小
四
郎
氏
の
講

演
で
不
適
切
な
表
現
が
あ

り
ま
し
た
。
「
長
振
動
と

短
振
動
の
・
・
」
を
長
震

動
と
短
震
動
が
正
当
で
す
。


